
特別活動

本校の道徳教育の重点目標
道徳科の授業をはじめ、教育活動全体を通して、思いやりの気持ちをもって行動し、きまりを守って物事の
善悪を正しく判断できる児童を育成する。

各教科

江戸川区立平井小学校　　「特別の教科　道徳」　教育全体計画

特別の教科　道徳

令和7年度

【法的根拠】
日本国憲法
教育基本法
学校教育法
学習指導要領

学校の教育目標

～やりぬく平井の子～
〇やりぬく心　　〇やりぬく体

・考える力　・誠実な心　・丈夫な体

【地域の実情】
【学校の実情】
【児童の実態】
【教師の願い】
【保護者の願い】

各学年の指導の重点

国語
相手の立場や心情を理解する力を育てるとと

もに、読書を通して豊かな心情を育てる。

社会
国や国民生活を知ることを通して、社会
や国家を愛する心を育てる。

体育
自ら健康を高める努力をするとともに協
力や公正及び不撓不屈の態度を育てる。

音楽
音楽の美しさを感じるとともに、合唱や
合奏を通して協力し実践する力を育てる。

生活
具体的な活動や体験を通して自立への基礎

を養い、主体性のある態度を育てる。

算数

数学的な考え方を日常生活に生かし、よ

く考え合理的な生活を営む態度を育てる。

理科

自然や宇宙の偉大さに感動するととも

に、生命を尊び大切にする心情を育てる。

家庭
家庭生活への理解を通して、家庭及び
家族を愛する心を育てる。

図画工作

自然や造形作品の美しさを感じるととも

に、工夫して創造する態度を育てる。

各学年の重点内容項目
１年

A善悪の判断、自律、自由と責任

B親切、思いやり C規則の尊重 B礼儀

２年

A善悪の判断、自律、自由と責任

B親切、思いやり C規則の尊重 B感謝

３年

A善悪の判断、自律、自由と責任

B親切、思いやり C規則の尊重 B友情、信頼

４年

A善悪の判断、自律、自由と責任

B親切、思いやり C規則の尊重

C公正、公平、社会主義

５年

A善悪の判断、自律、自由と責任

B親切、思いやり C規則の尊重

Cよりよい学校生活、集団生活の充実

６年

A善悪の判断、自律、自由と責任

B親切、思いやり C規則の尊重

Cよりよい学校生活、集団生活の充実

指導方針
・自らの課題を解決する力や人間性、社会性の
基礎を培うために、全学年共通して、善悪の判
断、自律、自由と責任・親切、思いやり・規則の
尊重を重点項目に位置付ける。
・温かい人間関係を構築する。
・児童が自己の生き方について考えを深め、未
来に夢や希望をもてるようにする。
・道徳科教育において道徳的諸価値を理解し、
道徳的実践力につながるように工夫する。

指導の工夫
・児童の心に響くような指導の工夫・改善を行う。
・多様な指導方法を組み合わせ、道徳の授業
の質的向上を図る。
・自分の考えを基に、書いたり話し合ったりする
等の表現の場を充実させ、自分とは異なる考え
に触れる中で、自分の考えを深め、自らの成長
を実感できるように工夫する。

特別活動

総合的な学習の時間

学級活動
基本的な行動様式や道徳的判断力、態
度の定着を図る。

学校行事
行事への参加を通して集団の一員とし
ての自覚を深め、協力、責任、勤学等
の体得を図る。

クラブ活動

他学年と力を合わせ、共通の興味関心

を進んで追求する態度を育てる。

児童会活動

児童の自主的な実践活動を通して、よ

り道徳的な行動の促進を図る。

外国語活動

生活指導

基本的生活習慣の定着を
図り、自ら考えて行動でき
る態度を育てる。

環境整備

・校庭・屋上・教室などの環境を
整備し、豊かな心を育て、道徳的
実践意欲の向上を図る。
・児童相互、教師と児童の豊かな
言語環境を整える。

家庭・地域との連携

道徳地区公開講座、公開授業、学校
行事等への参加を呼び掛け、道徳教
育への理解と協力を得られるように
する。

推進体制

道徳教育推進教師を中心に全
校で道徳の時間をしっかり確保
するとともに、充実させていく。

読書科
生涯にわたって主体的に学び続けていく
ための資質・能力を育てる。

外国語
言語や文化について体験的に理解を深め、積極的

にコミュニケーションを図ろうとする態度を育てる。

第１学年及び第２学年

・よいと思うことをすすんで行う。

・友達に親切にする。

・約束やきまりを守る。

第３学年及び第４学年

・正しいと判断したことは、自信をもって行う。

・相手のことを思いやり親切にする。

・約束や社会のきまりを守る。

第５学年及び第６学年

・自律的に判断し、責任のある行動をとる。

・相手の立場に立って親切にする。

・きまりをすすんで守る。

地域との日常的な交流や、外国語
活動を通して、世界の人々や文化に
ついて理解を深め、これらを尊重す
る態度を養うとともに、コミュニケー
ション能力の育成を図る。

体験的な活動や創意工夫を生かし、

地域や児童の実態に応じた教育活

動を重視し、自らの課題を見つけ、

自ら学び、考え、主体的に判断し、

よりよく問題を解決する力を育てる。


